
評価

１ ４８．７％ ２０１７年 ４７．２％ ２０１９年 ７０％以上 ２０２３年

2 ２９８ｇ ２０１６年 ２９４g ２０１９年 ３５０ｇ以上 ２０２３年

3 １０．１ｇ ２０１６年 １０．７ｇ ２０１９年 ８．０ｇ未満 ２０２３年

4 ４８．１％ ２０１７年 ５５．４％ ２０１９年 ５５％以上 ２０２３年

5 ７１．２％ ２０１６年 ７２．４％ ２０１９年 ８１．５％ ２０２３年

6 ２２．３％
２０１５年

（2014年～2016年
の平均値）

２２．２％
２０１８年

（2017年～2019年
の平均値）

１５％以下 ２０２３年

7 ２４．２％
２０１５年

（2014年～2016年
の平均値）

１７．３％
２０１８年

（2017年～2019年
の平均値）

２０％ ２０２２年

8 ３４．０％
２０１５年

（2014年～2016年
の平均値）

３３．１％
２０１８年

（2017年～2019年
の平均値）

２５％ ２０２２年

9 週９．１回 ２０１７年 週８．９回 ２０１９年 週１１回以上 ２０２３年

10 ６８．９％ ２０１７年 ６３．７％ ２０１９年 ９０％以上 ２０２３年

２３．８％ ２０１７年度 ２３．２％ ２０１９年度 ３０％以上
２０２３年

度

地場産
　４７．１％

国産
　８６．１％

２０１９年度

地場産
　４２．０％

国産
　８８．５％

２０２１年度 - -

１２ ８４．７％ ２０１７年度 ８４．６％ ２０２１年度 １００％
２０２３年

度

１３ ７，１３７人 ２０１７年度 １０，０１７人 ２０１９年度 ８，５００人
２０２３年

度

１４ ８２．５％ ２０１７年度 １００％ ２０２１年度 １００％
２０２３年

度

埼玉県食育推進計画（第４次）の指標について

指　　標　　名 第４次計画策定値 最新値 目標値

１１

学校給食における地場産物を使
用する割合の増加（食品数ベー
ス）

（参考値）
学校給食における地場産物を使
用する割合（金額ベース）

主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事を１日２回以上ほぼ毎日
食べている者の割合

野菜摂取量の増加

食塩摂取量の減少

ゆっくりよくかんで食べる県民の
割合の増加

６０歳代における咀嚼良好者の
割合の増加

朝食を欠食する若い世代の割
合の減少

彩の国ふるさと学校給食月間に
おいて、食体験を活用して地元
産食材への理解を深める活動を
した小中学校の割合の増加

食育の推進に関わるボランティ
ア団体等において活動している
県民の数の増加

食育推進計画を作成・実施して
いる市町村数の割合の増加

２０歳代女性のやせの者の割合
の減少

２０～６０歳代男性の肥満者の
割合の減少

朝食又は夕食を家族と一緒に食
べる「共食」の回数の増加

食育に関心を持っている県民の
割合の増加

【凡例】

達成 改善傾向 変化なし 悪化傾向

資料５

国の計画に

指標があるもの
国の計画に

指標がないもの


